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  Es war einmal eine alte Geiß...  (There was once an old goat...)  
                           「狼と七ひきの子やぎ」（註 7） 
  
  Es war einmal in einem Lande große Klage...(There was once in a land great grief...)  
「歌をうたう骨」（註 8） 
  
  Es war ein Mann...  (There was a man...)   
                          「森のなかの三人の小人」（註 9） 
  
  Einmal waren sieben Schwaben...  (Once were seven Schwaben..)  
 「七人のシュワーベン人」（註 10） 
  
 Vor Zeiten war ein Schneider...  (Before times was a tailor...)           
「お膳の支度、金のろば、袋から棍棒」（註 11） 
  
  Vor einem großen Walde wohnte...   (Before a grand forest lived..)  
                         「ヘンゼルとグレーテル」（註 12） 
  
  Ein Mann hatte sieben Söhne...   (A man had seven sons..)    
 「七羽の烏」（註 13)  
  
このように種々の始まり方を持っているが、多くは Es war einmal（昔、あった）と始
まる。それはグリムのことであって、かならずしもドイツの昔話を代表する語り方だとは
言えないのだろうが、グリムたち自身が原資料に当時としては、わりと忠実であろうとし
たことであるし、方言をそのままに採用したものを見ると Es war amahl ...(註 14)とか、S 
isch emol...(註 15)等とあやしげな綴りがならべられていて、Es war einmal らしいものに




 Il était une fois un roi et une reine...  (There was once a king and a queen...)  
                            「眠れる森の美女」（註 16） 
   
 Il était une fois un gentilhomme...  (There was once a nobleman...)  




 Il était une fois une petite fille...  (There was once a little girl...) 
「赤ずきんちゃん」（註 18） 
  
 Un meunier ne laissa pour tous biens...  (A miller not left for total property...) 
「長靴をはいた猫」（註 19） 
  
   
アンデルセン（ Andersen）の場合    
 Der var engang en Kone...    (There was once a woman...) 
                                                               「親指姫」（註 20） 
  
 Der var saa deiligt ude paa Landet...   (There was so beautiful out in the land..) 
「みにくいアヒルの子」（註 21） 
  
 Det var saa grueligt koldt...  (There was so awful cold...)  
                                                     「マッチ売りの少女」（註 22） 
  
 For mange Aar siden levede en Keiser... (Before many years since lived a king...)  
「はだかの王様」（註 23） 
    
アンデルセンの場合は、昔話よりは創作に重点があり、昔話をとりあげるとしても、そ
の再話にあたっては伝承のままではなく芸術的な配慮がなされているのであろうが、それ
でも、グリムと同じ Es war einmal（Der war engang)を見ることができる。ペローでは


















る村」「ある国」（ながたらしく「ある皇国に、ある国に В нeкoтopoм цapcтвe, в нeкoтopoм 







動詞の過去の時制である「あった war (var, était)」によって感得されるはずであるから、





engang の場合も une=en=a で、fois=gang=time であるから同様である）。つまりは未来
をも含んだ或る(ein, un, en）時ということである。 かつての話・過去であることは、そ































う once (upon a time)も同様であろう。過去のある時であると共に将来の「いつか」を意

















































































































































































































































































































































































































































































メルヘンと違ってしばしば場所の提示からはじめて、「ベーメンに In Böhmen」（註 41）
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26)『駿河国風土記』逸文 
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なのだと聞き手は了解するのである。gewiss は、wissen(知る）に過去を表示する ge がつ
けられたものであり、既知であり、確定し確実なものとなっている一定のものということ





























































































































































































































































































































「桃太郎」では、「むかし、ぢゝと ばゝ と が 有りました」（註 55）とはじめ、『同 
巻之二』の「さるかに合戦」も「むかし 猿 と かに と あり」（註 56）として、「あ
るところに」をもっていないが、明治２７年（１８９４年）の『尋常小学読書教本 巻三』
は、「さるかに」を「むかし、ある ところ に、さる と、かに と をりました」（註

















をはじめるグリムにも、はじめにあげたが、「Es war einmal in einem Lande grosse 
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Kater おす猫」であったり（グリム）、「die Katze めす猫」（バヂレ（註 28））であったり、
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４年 第４１話（あざらしの皮）１６０頁以下 参照 
2)『和辻哲郎全集』 第８巻 岩波書店 昭和３７年 １３４頁以下 
3) 同上 １３４，１３８頁 
4)『日本書紀』巻第一（日本古典文学大系６７ 岩波書店 １２２頁） 
5)『古事記』上巻（日本思想大系１ 岩波書店 ５７頁） 
6) Vgl. Grimm ; KHM91 „Erdmänneken “「地下の小人」 
7) Grimm ; Deutsche Sagen. 217.Erzählung. „Der Drache fährt aus“「竜が出る」 
8)『和辻哲郎全集』 第８巻 岩波書店 昭和３７年 ２６頁 
9) 同上 ７３頁以下 
10) 同上 ７６頁以下 
11) Vgl. Grimm ; KHM89 „Gänsemagd“「がちょう番のおんな」 
12) Vgl. Grimm ; KHM17 „Die weiße Schlange “ 「白へび」 
13) Vgl. Grimm ; KHM85 „Der Goldkinder “ 「黄金のこども」 
14) Vgl. Grimm ; KHM41 „Herr Korbes“ 「コルベスさま」 
15)『日本霊異記』上巻第２話（狐を妻と（な）して子を生ましむる縁） 
16) Vgl. Grimm ; KHM88„Das singende springende Löwenecherchen“ 「なきながら飛
ぶひばり」  
17) Vgl. Grimm ; KHM1 „Der Froschkönig“「かえるのおうさま」  
18) Vgl. Grimm ; KHM63 „Die drei Federn“ 「三枚のはね」 
19)『宇治拾遺物語』 第１６８話（上出雲寺別当、父の鯰に成たるを知りながら殺して食
ふ事） 
20) 谷口幸男等『ヨーロッパの森からードイツ民俗誌』 日本放送出版協会 昭和５６年 
２１０頁以下  
21) Vgl. Grimm ; Deutsche Sagen. 582.Erzählung. „Hungersnot im Grabfeld“ 「グラー
プフェルトの飢饉」 
22) Vgl. Grimm ; ibid. 527.Erzählung. „Ursprung der Zähringer“「ツェーリンガー家の
起源」   
23) Vgl. Grimm ; KHM47 „Vom dem Machandelboom“ 「びゃくしんの木について」 
24) Vgl. Grimm ; KHM122 „Der Krautesel“「キャベツろば」 ,   KHM144 „Das 
Eselein“「子ろば」 
25) Vgl. Grimm ; KHM17 „Die weiße Schlange“ 「白へび」  
26) Vgl. Grimm ; KHM60 „Die zwei Brüder“「二人兄弟」 
27)『日本書紀』巻第一（日本古典文学大系６７ １２４頁） 
28) バヂレ『ペンタメローネ』第２日目第４話（独訳 Giambattista Basile;Das Märchen 
aller Märchen (Der Pentamerone).《Gagliuso》.  insel taschenbuch. 
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こりが、その妻(Frau)とくらしていた」（註 2）とはじまり、端的には「むかし、夫婦 ein Mann 
und eine Frau があった」（註 3）と切りだす。われわれの昔話では、「むかし、あるとこ
ろに、お父さんとお母さんがありました」というのでは、どうもしっくりしないのである
が、グリムらでは平気であり、「お父さん Ein Vater がむかし・・・」（註 4）とか「むか
し、お母さん eine Mutter があった」（註 5）とはじまったりもする。 
だが、人気者「白雪姫」とか「シンデレラ」の親は、普通の夫婦・父母であってかまわ






































































は、「おばあさん gammel（=としとっ た）ねずみ」（註 19）であり、「みにくいアヒルの











父さん una madre e un padre」（註 22）とか、「ママとパパ una mamma e un babbo」（註
23）と言われる（カルビーノのお母さんは、お父さんよりも前に出る）。が、他方では、






ファナーシェフの『ロシア民話集』では、同様に「王さま король」（註 27）とか「皇帝 цaрь」
（註 28）といわれるとともに、他方では、わが国のように「おじいさん・おばあさん」と
なることもしばしばである。ただし、それは、「祖父 дeд」「祖母 бaбушкa」という表現で
はなく「老人と老女 cтaрик дa cтaрyxa」（註 29）となっている。しかもこの「老人」「老
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す話）参照 
35) 崔仁鶴『韓国昔話の研究』 弘文堂  昭和５１年 ３２８頁以下 参照  
36) 崔仁鶴 「韓国のトケビと日本のバケモノ」（関敬吾編 『日本昔話大成』 角川書店 
昭和５４年 第１２巻 ３７頁） 
37)『古事記』上巻（日本思想大系１ 岩波書店 ５５頁） 
38)『日本書記』（日本古典文学大系 岩波書店 ６７巻１２１頁） 




41) 伊藤清司 『中国民話の旅から』 日本放送出版協会 昭和６０年 ２００頁 参照 
42)『今昔物語集』 巻第２６第８話 













54)『近世子どもの絵本集 江戸篇』 鈴木重三等編 岩波書店 １９８５年 １８頁 
55) 同上書 ５８頁 
56) 同上書 ６９頁 
57) 同上書『上方篇』 ８０頁 
58) 同上書『江戸篇』 ２４，２７頁 
59)『一休咄』「序」（近世文藝叢書 第六  國書刊行會 明治４４年 ８０頁） 
60)『落噺無事志有意』「序」（近世文藝叢書 第六 國書刊行會 明治４４年 ５１４頁） 
61) 契沖『圓珠庵雑記』（契沖全集 第八巻 朝日新聞社 昭和２年 １３６頁以下） 
62) 新井白石『東雅』巻之五 人倫（新井白石全集 国書刊行会 昭和５２年  第四巻９
３頁） 
63) 本居宣長『古事記傅』九（本居宣長全集  吉川半七 明治３４年 第一巻 ５００頁） 




68) Calvino; ibid. p.412,501 
69)『今昔物語集』 巻第２６第１０話 
70)本居宣長『古事記傅』三（本居宣長全集   吉川半七 明治３４年 第一巻１８１頁）
71) 崔仁鶴『韓国昔話の研究』 弘文堂  昭和５１年 ３０１頁以下 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1) ヨウーン・アウトナソン編『アイスランドの昔話』 菅原邦城訳 三弥井書店 昭和５
４年 第４１話（あざらしの皮） １６０頁以下 参照 
2) Ｇ．ダグラス『スコットランドの民話と伝奇物語』 村松武雄訳 現代思潮社 １９７
７年 上巻 第１２話（あざらしの毛皮） 第１３話（人魚妻） ３９頁以下 参照 
3) 臼田甚五郎、崔仁鶴編著『東北アジア民族説話の比較研究』 桜楓社 昭和５３年 ８
５頁以下 参照  
4) 『日本昔話大成』 関敬吾等編 角川書店 昭和５３年 第３巻 ２４６頁以下（味噌
買い橋）  
5) 山室静編著『新編世界むかし話集１ーイギリス編ー』 社会思想社 １９７６年 ２６
頁以下（ロンドン橋の上で） 
6) Grimm ; KHM18 „Strohhalm, Kohle und Bohne“ 
7)『日本の民話』 瀬川拓男・松谷みよ子編 角川書店 昭和４８年 第２巻 ６２頁 
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8)『日本昔話大成』 関敬吾等編 角川書店 昭和５４年 第１巻 ２６９頁以下  
9)『一寸法師・さるかに合戦・浦島太郎ー日本の昔ばなし（Ⅲ）ー』 関敬吾編 岩波書
店 昭和３２年 １４２頁以下  
10) Grimm；KHM37 „Daumesdick“ 
11) Grimm；KHM15 „Hänsel und Gretel“ 
12)『日本昔話大成』 関敬吾等編 角川書店 昭和５３年 第６巻 十三 逃竄譚１３１
頁以下 
13)『日本昔話大成』 第６巻 １３２頁以下（三枚の護符）  
14) Vgl. Grimm；KHM51 „Fundevogel“ ，KHM56 „Der Liebste Roland“  
15)『日本昔話大成』 第１巻 ２７１頁以下 
16)『日本昔話大成』 第１巻 ２６９頁以下 
17) Vgl. Grimm；KHM45 „Daumerlings Wanderschaft“ 
18)『日本昔話大成』 第１巻 ２７０頁以下 
19) ブルーノ・ベッテルハイム 『昔話の魔力』 波多野完治等訳 評論社 昭和５３年  
６０，１９５，４２０頁等 参照 
20) Vgl. Grimm；KHM115 „Die klare Sonne bringt’s an den Tag“   
21) Grimm；KHM1 „Der Froschkönig“  
22)『日本霊異記』 中巻 第１２話 
23)『今昔物語集』 巻第１６第１６話 
24)『古今著聞集』 巻第２０（第６８２話） 
25) Vgl. Grimm；KHM55 „Rumpelstilzchen“   
26) Vgl. Grimm；KHM31 „Das Mädchen ohne Hände“  
27)『日本昔話大成』 第２巻 ４５頁  
28)『日本昔話大成』 第２巻 ７２頁  





































































神様 仏様 天使 天狗 悪魔 死神 鬼 閻魔様 竜 桃太郎 シンデレラ姫 人 お
姫様 王様 市長 お爺さん ＰＴＡの会長 駅長 先生 校長先生 園長先生 赤ちゃ
ん 泥棒 和尚さん ねずみ 猫 鯨 蛇 狐 みみず 猿 田螺 貝 鯛 亀 めだか 
いるか オットセイ きりん 九官鳥 かぶと虫 とんぼ おろち（大蛇） 
  
２．生きていて、「がある」といわれるもの 
大根 人参 柿 朝顔 じゃがいも 杉の木 
太陽 月 山 雲 風 火 川 夢 
  
３．生きてなくて、「がある」といわれるもの 
電車 自動車 自転車 電話器 ねじ回し 金槌 ラジオ テレビ 電気 光 ガラス 












大根 人参 柿 朝顔 じゃがいも 杉の木 
太陽 月 山 雲 風 火 川  
  
３．生きてなくて、「がある」といわれるもの 
電車 自動車 自転車 電話器 ねじ回し 金槌 ラジオ テレビ 電気 光 ガラス 











 小４：ものとかが近くにあること。     
 筆者：「いる」とは？           
 小４：動物や生きものにつかう。      










大根 人参 柿 朝顔 じゃがいも 杉の木 
太陽 月 山 風 火 川 夢 電気 光 
  
３．生きてなくて、「がある」といわれるもの 
電車 自動車 自転車 電話器 ねじ回し 金槌 ラジオ テレビ ガラス 壁 石ころ 
砂 虹 雲 
  












































































































































































































神様 仏様 天使 天狗 シンデレラ姫 王様 お姫様 お爺さん 市長 駅長 先生 
校長先生 ＰＴＡの会長 園長先生 人 和尚さん 
  
２．小２と小５二人だけができるといったもの 






























小４：一番はじめのご先祖さまだから。それに猿のことがすきだから（彼女は、猿どし   
である）。 
筆者：どうして使うんだろう。 

































































































































































































































































































2) Ｊ．ピアジェ『臨床児童心理学Ⅱ 児童の世界観』 大伴茂訳 同文書院 昭和５２年
２８９頁 
3) 同上書 ３２９頁 
4) “American Oriental Series" Vol.2. (The Panchatantra Reconstructed)  p.344. 
5) 阪倉篤義「昔話の形式と言語」（関敬吾『日本昔話大成』 第１２巻 角川書店 昭和
５４年 １６７頁） 
6)『今昔物語集』巻第３第１０話 巻第２７第３８話 
7) 滑川道夫『桃太郎像の変容』 東京書籍 昭和５６年 ９９頁 
8) 中内敏夫「教材「桃太郎」話の心性史」（『学校のない社会 学校のある社会』新評論 １
９８３年 ２０４頁以下） 
9) 外山映次「敬語の変遷（２）」（『日本語』第４巻 岩波書店 １９７７年 １38 頁） 
10)『今昔物語集』巻第２７第１２話，第２０話 
11) Vgl. Schellings Werke. hrsg.von M.Schröter.  Bd.1,  S.133. 
12) 宮地裕「現代の敬語」（『講座国語史』第５巻 大修館書店 昭和４６年 ３８９頁）  
13) 春日和男「敬語の変遷（１）」（『日本語』 第４巻 岩波書店 １９７７年 １２０頁）  
14) 時枝誠記『国語学原論』 岩波書店１９７９年 ４６２頁 
15) 同上書 ４６４頁 
16) 柴谷方良『日本語の分析』大修館書店 １９７８年 ２１７頁 
17)『日本教科書大系 近代編』 第５巻国語（二） 講談社 昭和４３年 ３３頁 

































































































































































































なら「森は、くらい Der Wald dunkel」「白雪姫がきれい Schneewittchen schön」という
のであるが、かれらは、きちょうめんに「森は、暗いのである Der Wald ist dunkel」「白




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6)『扶桑略記』第２ 雄略   （『新訂増補国史大系』第１２巻 吉川弘文館 昭和４０年 
１８～１９頁） 
7)『水鏡』 第廿二代 雄略天皇 
8)『水鏡』 第五十四代 淳和天皇 
9)『故事談』第１ 王道后宮 （『新訂増補国史大系』第１８巻 吉川弘文館 昭和４０年   
２～３頁） 
10)『帝王編年記』巻第６雄略 巻第１３淳和（『新訂増補国史大系』第１２巻 吉川弘文
館 昭和４０年 ９０頁，１９０頁） 
11) 『浦嶋太郎』（『御伽草子』岩波書店） 
12) 井原西鶴『好色一代男』巻８（『井原西鶴集一』（日本古典文学全集３８ 小学館 昭
和４６年 ２８７頁） 
13) 近松門左衛門『浦島年代記』（『近松全集』 第５巻 朝日新聞社 大正１５年 ７３
８頁） 
14)『近世子どもの絵本集 江戸篇』 岩波書店 １９８５年 ４５８頁 
15) 関敬吾『日本昔話大成』 角川書店 昭和５３年 第６巻 ２２頁以下 
16) 同上 第６巻 ２８頁 
17) 同上 第６巻 ８頁以下 
18) 高木敏雄『増訂 日本神話伝説の研究』 平凡社 昭和４９年 第２巻 ９３頁 
19) 松本信弘『日本神話の研究』 平凡社 昭和４６年 ８８頁 
20) 同上 ３９頁 
21) 君島久子「浦島説話の原郷に関する一仮説ー洞庭湖の童女説話を中心としてー」（ 日
本口承文芸協会編『昔話研究入門』昭和５６年 三弥井書店 ９０頁） 
22) 謡曲『浦島』（『謡曲叢書』第一巻 博文館 大正３年 ２６９頁） 
23) ピアジェ『臨床児童心理学Ⅱ 児童の世界観』 大伴茂訳 同文書院 昭和５２年 ３
５２頁以下 
24) 同上 ３２９頁 
25) 滑川道夫『桃太郎像の変容』 東京書籍 昭和５６年 ９９頁   
























































































































































































































































 筆者：おじいさんは狩りうどか？ たきぎをとりにいくことだよ！ たきぎをとってど   
うするんだろう？ 























































































































































































































































1) 山東京伝『骨董集』（『日本随筆大成』第８巻 吉川弘文館 昭和２年 ３５６，３５８
頁） 
2) Ｊ．ピアジェ『臨床児童心理学Ⅱ 児童の世界観』 大伴茂訳 同文書院 昭和５２年
３５５頁 
3) 同上 ２４３頁以下等 
4)『近世子どもの絵本集 江戸篇』 鈴木重三等編 岩波書店 １９８５年 ２５頁 
5)『近世子どもの絵本集 上方篇』 中野三敏等編 岩波書店 １９８５年 ８０頁 
6)『日本教科書大系 近代編』 第５巻 国語（二） 講談社 昭和４３年 ４６６頁 
7)『日本教科書大系 近代編』 第５巻 国語（二） 講談社 昭和４３年 ６９９頁 
8) Ｊ．ピアジェ『発達の条件と学習』芳賀純等訳 誠信書房 昭和５４年 １８７頁以下 




12) 巖谷小波『桃太郎』（菅忠道等編『日本児童文学大系（１）』 三一書房 １９５５年
１１５頁） 
13)『日本教科書大系 近代編』 第５巻 ３３頁 
14)『日本教科書大系 近代編』 第５巻 ４９４頁 
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15)『日本教科書大系 近代編』 第５巻 ７２２頁 
16)『日本教科書大系 近代編』 第６巻 ４６頁 
17)『日本教科書大系 近代編』 第７巻 ２７４頁 
18)『日本教科書大系 近代編』 第７巻 ５７２頁 
19)『日本教科書大系 近代編』 第８巻 ３４８頁 
20) 関敬吾『日本昔話大成』第８巻 角川書店 昭和５４年  ２６８頁 
21)『近世子どもの絵本集 江戸篇』 １８，５８頁等 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































        
註 
1) 臼田甚五郎、崔仁鶴編著 『東北アジア民族説話の比較研究』 桜楓社  昭和５３年 
６５頁参照 
2)『古事記』上巻 （日本思想大系１ 岩波書店 ２１頁） 
3)『日本児童文学大系』 菅忠道等編 三一書房 １９５５年 第１巻 ３７２頁参照 
4) 本書第三部第一章「浦島太郎」をめぐる子供の関心と大人の関心」参照 
5)Vgl. Grimm ;KHM31 „Das Mädchen ohne Hände “「手なし娘」 





10)『日本昔話大成』 関敬吾等編 角川書店 昭和５５年 第１０巻 ２２６頁以下（ふ
くしゅのはなし） 
11)『日本昔話大成』 角川書店 昭和５４年 第８巻 ２２１頁以下（うぐいすの谷渡り） 
12)『ジャータカ全集』中村元監修 春秋社 １９８２年 第８巻 ６２頁以下（５２６話
ナリニカー姫前生物語） 
13)『桃太郎・舌きり雀・花さか爺ー日本の昔ばなし（Ⅱ）ー』 関敬吾編 岩波書店 昭
和４９年 ６３頁以下（鬼が笑う） 
14)『古事記』上巻（日本思想大系１ ５３頁） 
15)『日本書紀』巻第二（日本古典文学大系６７ 岩波書店 １４８頁） 
16)『日本昔話大成』角川書店 昭和５３年 第６巻 ２５３頁以下（鬼の子小綱） 
17)『日本の民話』角川書店 昭和４８年 第８巻 ２３６頁以下（親捨て山の女殿さま） 
18)『日本昔話大成』角川書店 昭和５３年 第２巻 １５８頁以下（蛇女房） 
19)『古事記』上巻 （日本思想大系１ １１３頁以下）  




24)『中国少数民族の昔話』 季星華編著 君島久子訳 三弥井書店 昭和５５年 １０９
頁以下（龍王の子供） 













































































































































































































































































































    
註 
1)『竹取物語』（『日本古典文学全集』 第８巻 小学館 １９７２年 ５１頁以下） 
2)『瓜姫物語』（『日本古典文学全集』 第３６巻（『御伽草子集』） 小学館 １９７４年 
４８８頁） 
3)『定本柳田國男集』 第８巻 筑摩書房 昭和３７年 ２０頁 
4) 同上 第８巻 ８２頁以下 
5) 同上 第３０巻 昭和３９年 １５４頁 
6)『神仙伝』巻一「老子」（『中国古典文学大系』第８巻 昭和４４年 ３ ４５頁） 
7)『日本昔話大成』 第３巻 角川書店 昭和５３年 １２４頁  
8) 桜部建『仏典講座１８ 倶舎論』 大蔵出版 昭和５６年 １２１頁以下 参照 
9)『今昔物語集』巻第１６第１７話 
10)『一寸法師』（『日本古典文学全集』 第３６巻（『御伽草子集』） 小学館 １９７４年 
３９５頁） 
11) 同上 ３９６頁 
12) cf. James George Frazer ; The Golden Bough. edited by Robert Fraser. Oxford 
University Press. 1994. Book4. Chapter2. (The seclusion of girls) 
13) ヴィクトール・Ｅ・フランクル『夜と霧』 霜山徳爾訳 みすず書房 １９８６年（初
版１９６１年） １７３頁 
14)『竹取物語』（『日本古典文学全集』 第８巻 小学館 １９７２年 １０１頁） 






         －眠りの森の美女たちの時間停止－ 
１．「眠りの森の美女」と「野ばら姫」 































めた『イタリア民話集』(Italo Calvino; Fiabe italiane.)のなかの「眠りの美女と子供たち 



































      
２．「ラプンツェル」「マレーン姫 」 
ところで、眠りではなく、隔離・閉じ込めということであれば、グリムでは、「ラプンツ





























































































































































   
４．男子の隔離 
グリムでは少女のみではなく、男子もそのように隔離されている話をもつ。「鳴きながら























































































1) ウラジーミル・プロップ 『魔法昔話の起源』 斉藤君子訳 せりか書房 １９８３年 
４０頁参照 
2) J. G. Frazer; The Golden Bough. ed. by R. Fraser.  Oxford University Press.1994. 
p.691. 
3) cf. Frazer; ibid. p.698. 
4) cf. Frazer; ibid. p.702f. 
5) Frazer; ibid. p.703. 
6) プロップ『同上書』１２７頁以下 参照 
7) プロップ『同上書』４２頁以下 参照 
8) cf. Frazer; ibid. p.703f. 
9) 矢島文夫編『古代エジプトの物語』 社会思想社 1974 年 「運命を定められていた王子」 
10) 関敬吾編『日本昔話大成』角川書店 第２巻３１０頁 参照 













社会と隔絶状態になるような話になっている。ペローの「眠りの森の美女 La belle au bois 




















































    
2．男のばあい 
男子にもまた同様の話がある。グリムでは、「ろばのわかさま Das Eselein」「ハンスは































































































































































































































   
註 
1) cf. J. G. Frazer; The Golden Bough. ed. by R. Fraser. Oxford University Press. 1994. 
p.686. 
2) ウラジーミル・プロップ『魔法昔話の起源』 斎藤君子訳 せりか書房 1983 年 134
頁以下 参照 
3) cf. Frazer; ibid. p.316f. 
4) cf. Frazer; ibid. p.687. 































































































































































































































































































































































































1) Vgl. Grimm ; KHM147 „Das junggeglühte Männlein“「若く焼き直された小男」 
2) Vgl. ibid. KHM81 „Bruder Lustig“「陽気な男」 
3) 井本英一『習俗の始原をたずねて』 法政大学出版局 １９９２年 １２５頁 参照 
4) 同上書 １２７頁 
5)『御伽草子集』（日本古典文学全集）小学館 １９７４年 ４００頁  
6) cf. J.G.Frazer ;“The Golden Bouch” ed.by R Fraser. 1994. Book 2. Chap.2.(The 
Killing of the Divine King) 
7) cf. ibid. p.251. 
8) cf. ibid. p.229f. 
9) ibid. p.231. 
10) cf. ibid. p.231. 
11) cf. ibid. p.338. 
12) 石田英一郎 『桃太郎の母－比較民族学的論集－』 法政大学出版局 昭和３１年 ９
頁以下 参照  
13) ミルチャ・エリアーデ 『聖と俗』 法政大学出版局 １９６９年 １２４頁以下 参照 
14)『日本往生極楽記』『大日本国法華経験記』等の「聖徳太子」の項 参照 
15) Ｈ．ガスター『世界最古の物語』 矢島文夫訳 社会思想社 １９７３年 ６１頁 参照 
16)『定本柳田国男集』第４巻 筑摩書房 昭和３８年 ８６頁以下 参照  
17) 同上書 ８６頁以下 参照   
18) cf. John Locke ;“An Essay Concerning Human Understanding” Book 2. Chap.27. 
§16. 
19) ibid. Book 2. Chap.27.§19. 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































社 １９８１年 「永遠の国へ行った花婿」 参照）。 
 他方では、天国へいってきても、時間は、この世界と同じで、同じ速度、同じ時間経過
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第五章 「浦島太郎の時間感覚」 『広島大学大学院文学研究科論集』 平成 12 年 12 月 
(この第五章は、令和２年春から夏にかけて、ウェブにおいて、「昔話の異時間・異世界
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